
Cisco IMC Visoreユーティリティ

Visoreは、HTMLブラウザを使用して管理対象オブジェクト（MO）を簡単に参照できる、Cisco
IMCに構築されたユーティリティです。Visoreユーティリティは、Cisco IMC XML APIクエ
リーメソッドを使用してCisco IMCのアクティブなMOを参照します。Visoreユーティリティ
は、設定を行うためには使用できません。

Visoreへのアクセス

Visoreにアクセスするには、ブラウザを開き、次のいずれかの URLを入力します。

• http://<Cisco IMC IP Address>/visore.html

• https://<Cisco IMC IP Address>/visore.html

プロンプトが表示されたら、Cisco IMC CLIまたはGUIユーザインターフェイスへのログイン
と同じクレデンシャルを使用してログインします。

Cisco IMCリリース 1.5(1x)では、Visoreアクセスに Firefoxおよび Chromeのブラウザだけがサ
ポートされます。

（注）

クラス照会での Visoreの使用

特定のクラスを照会するには、クラス名を [Class or DN]フィールドに入力し、[Run Query]を
クリックします。Visoreは configResolveClassメソッドをCisco IMCに送信し、要求されたMO
が表形式で表示されます。

表示されたMOの親および子クラスを取得するには、[<]および [>]ボタンを使用します。た
とえば、[>]をクリックすると、MOの子を照会するために configResolveChildrenメソッドが
Cisco IMCに送信されます。[<]をクリックすると、MOの親を照会するために
configResolveParentメソッドが Cisco IMCに送信されます。

識別名（DN）を照会するための Visoreの使用

特定のDNを照会するには、DNを [Class or DN]フィールドに入力し、[Run Query]をクリック
します。Visoreは configResolveDnメソッドを Cisco IMCに送信します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


